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「ジェサップ 2」が第 2「十年期」を迎える

イーゴリ・クルプニク

昨今では時の経つこと，さながら短距離走の如しである。1897～1902 年に実施され
たジェサップ北太平洋調査（Jesup North Pacifi c Expedition―以下 JNPE と略記）の遺
産に照準を合わせたわれわれの「ジェサップ 2」事業計画が，1992 年 10 月にカナダの
ケベックで開催された第1回極北社会科学国際会議（International Congress of Arctic Social 

Sciences）の開会セッションで正式に発足したのが，ほんの一瞬前のことのようである。

それ以降多くの歳月が流れ，幾つかの事業が推進されたいま，われわれがかつて設定し
た諸目標について，またこの間に展開した諸事業の成果や影響をめぐっても，本稿では
その暫定評価を試みる。

1.　「ジェサップ 2」ネットワーク

「渡
ワタリガラス

鴉のアーチ―ジェサップ北太平洋調査を追試・検証する」と題する国際シンポ
ジウムは，「ジェサップ 2」事業の一部をなすものである。本書には，同シンポジウム
で報告を行った 14 名の出席者のペーパーが収録されている。「ジェサップ 2」の活動に
ついては，この数年間，レヴュー論文やサマリーが何件か英文で公刊されてきたが

（Fitzhugh 1996; 2003; Fitzhugh and Krupnik 2001; Kendall and Krupnik 2003b; Krupnik 2003），
本稿は，それらに所載のデータを更新するとともに，日本の読者にはそれらの概略を紹
介することも目的とする。

日本・ロシア極東地方からベーリング海峡を経て，アラスカ・北米北西海岸に至る，
北太平洋の全域を包摂して国際的共同研究を推進するという発想は，スミソニアン研究
機構極北研究センターのウィリアム・フィツヒュー（William W. Fitzhugh）所長が，1980
年代後半に提唱したものである。「両大陸の十字路（Crossroads of Continents）」と銘打つ

（ソ連／ロシア・米国・カナダ 3 国の関与する）国際的長期展示プロジェクトは，その
成果のひとつとして，民族誌的大展覧会「両大陸の十字路―シベリアとアラスカの文
化（Crossroads of Continents: Cultures of Siberia and Alaska）」（cf. Fitzhugh and Crowell 1988b; 

Fitzhugh 2003），ならびにその浩瀚な図録（Fitzhugh and Crowell 1988a）を生み出した。こ

れらふたつの事業は広大な環北太平洋域に照準を定めて，数年にわたり推進された国際
協力の所産であるが，同じ領域が本書のタイトルでは「渡

ワタリガラス

鴉のアーチ（The Raven’s 

Arch）」と，頗るエレガントに命名されている。「十字路」事業は関連する幾つかのシン

ポジウムや公開行事も含めて，北太平洋域を交差する連携を，前世紀初頭の JNPE 以来
かつてなかった高水準にまで高めた。しかし，これらの事業は同時にまた，北太平洋域
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の原住諸民族やその文化に関するわれわれのデータや知見，とりわけ民族学研究，収集
品や古文書の研究といった領域，そしてまた同域原住民の現在の地位をめぐっても，本
質的な空隙の存在を顕在化させた。そこで「ジェサップ 2」は，「両大陸の十字路」プ
ロジェクトの当然の帰結ではあるが，守備範囲を拡げて，より研究に傾斜した相貌を帯
びるようになった。
「両大陸の十字路」展は，（米・ソ連／ロシア・カナダ3国の）博物館が所蔵する民族

学コレクションを一括して太平洋の両岸で展覧する，という意味で最初の企画であった
とはいえ，その追跡調査を進めるわれわれには，幸いにも先行者がいた。「ジェサップ2」
という名称は，まさにわれわれの学術的「父祖」である，ニューヨークのアメリカ自然
史博物館（American Museum of Natural History―以下では AMNH と略記）によって
1897～1902年に実施された「ジェサップ北太平洋調査（JNPE）」へ敬意を表すべく，そ
のように命名されたものにほかならない（Map 1）。「父祖」筋の調査は，当時の AMNH

理事長モリス・ジェサップ（Morris K. Jesup, 1838–1908）に因んで命名された（Photo 1）。
その当初から最後の刊行物の出版に至るまで，JNPE を企画して指揮も執ったのは，ア
メリカ人類学の「父」と称されたフランツ・ボアズ（Franz Boas）である（Photos 2 and 3）。
5 年にわたって展開された JNPE のフィールドワークは数班の小チームによって実行さ
れ，その調査域はシベリアと北米に跨る北太平洋域の主要な諸区域を包摂，サハリン
島・アムール流域からカムチャツカ・チュコトカを経て，カナダ・米国の北西海岸にま
で及んだ（Cole 2000, 2001; Freed et al. 1988a, 1988b, 2003; Krupnik and Vakhtin 2003）。JNPE

の成果は，Publications of the Jesup North Pacifi c Expedition と題する大判の逐次刊行物（11
巻 31分冊）のほかに，ほとんど30年以上にわたって数ヶ国語で執筆され続けた，あま
たの学術論文，フォークロア・言語テキスト集成，小論文，博物館やコレクションのレ
ヴューとしても公刊されている（Krupnik 2001; Krupnik and Vakhtin 2003）。JNPE の顛末は，

「ジェサップ 2」事業のもとで上梓された多数の刊行物を含む，幾つかの著作で繰り返
して語り継がれてきた（Cole 2001; Krupnik and Fitzhugh 2001a; Kendall and Krupnik 2003a; 

Krupnik and Vakhtin 2003）。

「ジェサップ 2」は，ほぼその百年後に，この頗る成功を収めたモデルに挑戦し，20
世紀の世紀末に北太平洋を横断する形で国際提携や学術協力を促進するために企画され
た。以下では，「ジェサップ2―北太平洋域における生き残り・連続・文化変化（Jesup 

2: Survival, Continuity, and Culture Change in the North Pacifi c Region）」と題する国際シンポジ
ウム― 1992 年にカナダのケベックで開催された「ジェサップ 2」の初会合―で，
われわれがその事業計画の当初目標をいかに設定したかを略述する（Fitzhugh and 

Krupnik 1993, 1994, 2001）。われわれが当時提起した目標は，研究・出版・博物館にかか

わるコンソーシアムの創設，そして北太平洋域原住諸民族の文化・言語・政治的地位
が，過去と現在のいずれにおいても焦点となる数ヵ国へ向けて，事業計画への参加を呼
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びかけることにあった。1992 年の時点では，1997 年に到来する JNPE 開始百周年を有
効に利用することを望んでいた。われわれは「ジェサップ」後の百年を期して，騒がし
い 20 世紀を通じて北太平洋域で生起した多くの変化を記録すべく，同域の原住諸文化
の地位をめぐって追跡レヴューの実施を企画したわけである。
「ジェサップ 2」事業の一環として百周年を祝う企画を発表するに当たり，われわれ

を大いに勇気づけたのは，当時の社会に漲る公明正大な国際協力の気運であるが，それ
は 1990 年代初頭に特有の，きわめて感動的な公的論調を特徴づけるものであった。ソ
連における政治的変化が加速されるにつれて，学術協力も結実してゆく。北米・西欧・
日本の人類学者たちは，ここ数十年を通じて初めて―実際は JNPE 以降で初めて―
シベリアを縦横に歩き回り，シベリア原住民の間で長期のフィールド調査に従事するこ
とができるようになった。その一方では，ますます多くのロシアの学者が国外へ出て国
際的に活躍し始め，国際的学術集会・共同執筆・多民族構成の研究プロジェクトにも積
極的に参加するようになる。

われわれは1992年の時点で，新しい国際協力の気運が，JNPE においてきわめて特徴
的であった連携ネットワークに近いもの，あるいはさらに広範なネットワークの確立に
裨益することを願っていた（Krupnik and Vakhtin 2003）。百年前に実現した最も見事な成
果のひとつが，米国・ロシア・カナダ・ヨーロッパの研究者からなる幾つかの小チーム
が実行したフィールド調査であるが，彼らはほぼ5年間，相互に数千マイル離れていな
がらも，共通の（あるいはとてもよく似た）調査計画に従ってフィールドワークを実施
していた。これらの JNPE チームのうちではボゴラス（Waldemar Bogoras）とヨヘルソ
ン（Waldemar Jochelson）のシベリアでの仕事（Photos 4–7）が，日本の同僚には恐らく
最もよく知られていよう。われわれの当初の事業計画に関する限り，少なくともフィー
ルドワークにおける高度の自由・国際連携・旅・出版といった部分では，「ジェサップ
2」の最初の「十年期」（1992–2002），就中その当初の5年間に大きな成果が達成された，
と私は自負している。
「ジェサップ 2」はこれまでに 1992 年のケベック，1993 年ワシントン（Krupnik and 

Fitzhugh 2001），1994 年アラスカのアンカレッジ，1997 年のニューヨーク（Kendall and 

Krupnik 2003a），そして2002年には札幌において，都合5回の国際集会（シンポジウム）

を開催している。1897年に実現した JNPE 最初のフィールド・シーズンの百周年に当た
る1997年，ニューヨークの AMNH で開催された5日間の国際集会は，断トツで最大の
催しであった。これには，数カ国から参集した 50 名ほどの学者や原住民リーダーが出
席，10 を超す分科会はいずれも盛況で，市民向けの催事が 1 週間を通じて目白押しで
あった（Kendall and Krupnik 2003b）。
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2.　「ジェサップ 2」期（1992–2002）の精神

ボアズ・ボゴラス・ヨヘルソン，そしてまた JNPE のほかのメンバーたちとも違って，

われわれははるかに多面化された世界で，全く異なる調査や倫理の諸前提のもとで仕事

を進めている。われわれの学術的先行者が1世紀以上前に掲げた主要目標は，完璧な消

滅の途上にあった北太平洋域の原住民文化を，能う限り完全に記録することにあった。
AMNH 理事長で JNPE のスポンサーでもあったジェサップや，その組織者で学術的リー

ダーでもあったボアズにとって，それは，数千点に及ぶこれら諸文化の標本や遺品が
AMNH の収蔵庫へ，ひいてはまた博物館の展示室へもたらされる千載一遇の機会でも

あった。また，広く考えられていたように，「消滅しつつある文化」の多面的な記録が，

学術のため，博物館のパトロンのため，教養ある公衆のため，ひいては人類のためにも

保存される筈であった。それは「ジェサップ 1」期を支配した時代精神であり，のちに

「救出人類学」とも称されることになる，19 世紀後期を特徴づける文化研究のモットー

でもあった。原住民の物的標本・言語・文化，はたまた―計測値や石膏鋳型・骨，3

方向から特撮された人物写真という形での―物理的表象すら，それらが永久に消失す

る前に「救出」される，つまり，博物館収蔵物品・学術記録を通して，またその他の学

術的手段によっても，破壊を免れて保存されることとなる。

「ジェサップ 1」の先行者らと違って，われわれは今や，北太平洋域原住民の諸文化

が消失ではなくて，「変化し」「適応しつつある」と信じている。なるほど，それらは多

くの側面で，数世代前とは全くその相貌を異にしている。伝統文化や社会制度の諸特徴

は，近代化・国家主導の教育・新しい経済制度や生活様式の圧力のもとで，その多くが

完全に消失してしまった。にもかかわらず，原住民文化のその他の諸特徴―芸術・工

芸・生業活動・舞踊・儀礼・価値観―は依然として生き続け，繁栄を謳歌している。

一度は「消滅中」とか，はたまた「消滅した」と引導を渡された伝統の幾つか―例え

ば，カヌー作り・捕鯨・ポトラッチ祭事，部族を横断して挙行される集会・スポーツ競

技・競争―は，今日の原住民文化復興のなかで新たに意味づけられて，再活性化・再

統合されている（Krupnik 2005）。かつての日用品の多くは，民族芸術や文化的矜持の象

徴となった。かつては家族や共同体で行われた儀式が，今日では多数の参加者を団結さ

せる情緒的公式行事として祝われることも，決して珍しくない。原住民の言語も，多く

の場所ではもはや日常的に使用されぬとはいえ，今や地域を挙げて学校で教えられ，

―教科書から博物館陳列室のキャプション，市名表示や街路標識に至るまで―多様

な書体で記述され，また公刊もされている。この目覚しいプロセスは，人類学関係の多

くの著書や論文のなかで詳述されている。それはつまり，原住民諸文化が具える高度の

快復力や，多くの破壊的変化の進行を阻止し，場合によっては，言語や文化の変動の方

向すら逆転させることも可能とする，北太平洋域諸民族の力量を立証するものである



5

クルプニク　　「ジェサップ2」が第2「十年期」を迎える

（cf. Dorais and Krupnik 2005）。
したがって，今日の人類学者は文化変化を普遍的メカニズムとして，或いはまた小さ

な地域共同体（部族）から近代的な大規模社会・国家へと向かう，「片道」の線状変換
として考察することもしない。われわれの主張は，文化の接触が文化の消滅や全面的な
文化同化，或いはまた原住民伝統の死滅も超えて，さらに複雑な情況をあまた創出する
というものである。「ジェサップ期」の学者たちとは違って，われわれには近代の転換
を，さまざまな現地の現実や地理・政治的現実のもとで，それぞれが独自の道を歩む，
しばしば相互に独立のプロセスと見做す傾向がある。ジェサップ調査から百年が経過し
たいま，われわれは，文明との遭遇に起因する文化の不可避的消滅を予告した彼らの言
説（cf. Bogoras 1909/1975: 733）の多くは決して成就することがなかった，と報告できる
のを幸せに思う。

われわれはまた，「学術記録」という用語にもきわめて異なる意味づけを行い，刊行
物や博物館収蔵標本の役割をめぐっても，新しい文化保存の展望を持っている。1世紀
前の JNPE の学者らは第一義的に，文明が到来する以前の原住民文化のうちで，最も原
初の「未感染の」伝統を記述することを追求し，或いは，そうすることを自らの使命で
あるとも考えた。今日では，何よりもまず，決して終わることのない文化変換プロセス
のなかで「変化」を記述することに自らの照準を合わせている。現代の人類学者は当然
のように，JNPE の年経た記録が，学術的大理論や大分類の構築に裨益する，「汚染され
ていない」原住民伝統を的確に捕捉した真正のスナップ写真と見ることをやめている。
われわれはそれらを寧ろ，時間とはかかわりのない文化の交換や変換のなかに登場する
あまたな場面のひとつ，と見做すのである。

この新しい洞察は，われわれが学術的刊行物へ向ける視線や，民族学博物館・展示・
博物館コレクションの役割を，劇的に転換させた。「ジェサップ 1」期のキュレイター
とは違って，われわれは自らの使命を，学者や「教養ある公衆」のみに向けられたもの
とはもはや考えていない。それどころか，JNPE にかかわる古いコレクションや刊行物
には，新しい聴衆が数多く見出される。われわれはこれらのコレクションや刊行物を，
一般民衆にとって，館内外や教育の現場で進められる多くの活動において，そして何よ
りもまずは現代の北太平洋域原住民やその共同体にとって，緊要のものと見做してい
る。「ジェサップ 1」期の研究者精神は民族誌的標本を，大博物館，学術的に組織され
たコレクション，そしてまた刊行物のなかに安置することによっても，文化の記録を

「救出する」ことにあった。今日では，ほかならぬ百年前に確保されたこれらの標本や
記録の「公開」と「共有」こそ，われわれのキーワードである。われわれは，今日のグ
ローバル・コミュニケーション，インターネット・現代教育・文化復興・拡大してゆく
原住民の諸権利の時代にあって，これらコレクションや刊行物がさらに多くの人々に
とって，新たなる価値，より一層高められた価値を有すると信ずるものである。
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3.　日本における「ジェサップ 2」

1897～1902 年の「ジェサップ調査」は，シベリアと北米の北辺領域を本来の調査地

と定めていたとはいえ，日本ならびにその周辺のロシア領極東地方とも実質的関係を有

していた。JNPEのシベリア班を構成するメンバー―ラウファー（Berthold Laufer），フォ

ウケ（Gerard Fowke），ボゴラス夫妻，ヨヘルソン夫妻，バクストン（Norman Buxton），

アクセルロート（Axelrod）―は全員が日本の横浜港を経由しており，同港からヴラヂ

ヴォストクを経て，シベリアのそれぞれの調査地へと向かった（Photo 9）。日本との

「ジェサップ・コネクション」は，ベルトルト・ラウファー（1874–1936）と最も強く結

びついていた。彼は 1898～1899 年，サハリン島とアムール流域でフィールドワークに

従事したのち，帰路には再び日本に数ヶ月滞在したからである（Inoue 2003; Kendall 

1988; Roon 2002―本書に収録のローン論文も参照）。サハリンと北海道のアイヌの人

たちに強い関心を寄せていたラウファーは，アイヌ言語学と民族学への興味をその後も

持ち続けた（Laufer 1917; Roon 2002: 146–147）。
JNPE と日本ならびにアイヌとの結びつきは，レオ・シュテルンベルグ（Leo 

Sternberg）がボアズから，JNPE 報告書シリーズの 1 巻としてニヴフ（ギリヤーク）民

族学に関するモノグラフを執筆するよう要請されて以降，さらに強化される（Kan 2001; 

2003; 2004; 2009）。シュテルンベルグは，ラウファーに倍加して，アイヌの起源やアイ

ヌ文化に持続して深い関心を寄せていたからである。JNPE 報告書にはアイヌ民族学資

料はほとんど反映されていないとはいえ，JNPE の組織者であったボアズは当初から，
JNPE 事業で調査さるべき北太平洋域の原住諸民族のリストに，アイヌを包摂すること

も意図していた（Inoue 2003; Fitzhugh 2003; Krupnik and Freed 2004）。この計画の挫折が明

らかとなるや，ボアズはブロニスワフ・ピウスツキ（Bronisław Piłsudski）に白羽の矢を

立て，1909 年にはピウスツキがサハリンと北海道でアイヌ研究に着手するお膳立てを

試みたり，あるいは少なくとも，彼が仕上げたアイヌ研究の成果や標本コレクションを，

米国の幾つかの博物館へ提供すべく斡旋の労を重ねていた（Inoue 2003）。ボアズの尽力

は遂に結実しなかったとはいえ，今日ではその名声が世界に轟くようになった，北太平

洋域を専攻する今ひとりの人類学者ピウスツキは，かくて間接ながら JNPE 関係者の一

員に加えられることとなる。

われわれが今ひとつの「ジェサップ2」シンポジウムの日本での開催を発想した理由

は，ラウファー = シュテルンベルグ = ピウスツキ = ボアズの連鎖を遥かに超えたとこ

ろに存した。北米の4箇所（ケベック，ワシントン，アンカレッジ，ニューヨーク）で

「ジェサップ 2」の集会が開催されたあと，われわれは北太平洋域の「渡鴉のアーチ」

の対蹠地点へより接近することを望んだ。これが JNPE 事業のシベリア・フィールドに

対する格別な配慮であり，JNPE の構想とその成果においてシベリアが果たした特別な
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役割を強調するものでもあることは，言うまでもない。
日本で「ジェサップ 2」の国際集会を実施するというアイデアは 1999 年，網走で開

催の第13回「北方民族文化国際シンポジウム」（道立北方民族博物館主催）の会期中に
芽生えた。当初の反応はきわめて前向きであり，日本で「ジェサップ」集会を開催する
ための実行委員会が発足する。2002 年 10 月，日本・ロシア・米国から招聘された 25
名ほどの報告者が札幌で一堂に会して行われた国際シンポジウム「渡

ワタリガラス

鴉のアーチ」は，
その実現に至る過程も御多聞に漏れず当初の想定より長い道のりになったとはいえ，札
幌集会はあらゆる点で大成功を収めた。本書は，その数ある成果のひとつにほかならな
い。それはまた，ヨヘルソン班が北東シベリアから帰還したことで，JNPE のフィール
ド調査が大団円を迎えた 1902 年の，百周年に呼応することともなった。したがって，

「渡
ワタリガラス

鴉のアーチ」シンポジウムは，10年以上にわたってさまざまな国から参集した人た
ちによって推進された「ジェサップ 2」事業が，実行してきた国際集会の「第 5 次」
シンポジウムに当たる。

われわれはこの場を借りて，シンポジウムの実施に際して支援を賜った道立アイヌ民
族文化研究センター，北海道大学，北海道庁，北海道教育委員会，札幌市，日本航空札
幌支店，北海道新聞，朝日新聞北海道支社，はなます基金，およびその他各地の機関や
団体に対して，心より御礼を申し上げる次第である。われわれの日本の同僚たち，就中，
主要な重責を双肩で支えられたふたりの共同組織者―谷本一之・井上紘一両教授―
は，われわれの格別な賞賛に値する。彼らの献身的尽力はシンポジウムの成功に対して，
そしてまた本書という形でのシンポジウム報告集の公刊においても，不可欠の要因で
あった。

日本で「ジェサップ 2」シンポジウムを開催する際の特別な課題は，日本の多くの
人類学者がシベリアやロシア極東地方の全域で手広く展開してきた，新規のフィール
ドワークへさらなる照明を当て，国際的認知の促進を図ることにもあった。北米やロ
シアの研究者が「ジェサップ 2」事業に鼓舞されてあまたの成果を産出していた，ま
さに同じ「十年期（1992–2002）」の間に，日本においても人類学的シベリア研究には
新しい世代の活躍が認められた。日本人や日露共同の調査が新たにフィールドワーク
を実施した領域は，西シベリアのギダン半島から，サハ共和国・バイカル湖・チュク
チ半島にまで及んでいる。就中，最も緻密な研究が行われているのは，アムール流域・
沿海地方・カムチャツカ・サハリン・クリル諸島といった，日本の研究者が伝統的に
関心を寄せてきた地域である。日本の学者らはさらに，ロシアの幾つかの民族学博物
館を訪ねて資料調査を実施し，アイヌ関係標本コレクションに関する詳細な記録を作
成し，図録を上梓している（e.g. Ogihara and Taksami 1998）。日本の学者は今や，ロシ
ア極東地方の全域―例えば，ユジノ・サハリンスク，ヴラヂヴォストク，ハバロフ
スク，ペトロパヴロフスク，パラナ，マガダン，ヤクーツクなど―において，各地
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のコレクションが記載される場合は常連執筆者であり，また地方博物館の逐次刊行物
でも常連寄稿者である。その逆もまた真であって，多くの地方博物館や研究センター
に勤務するロシア極東地方の人類学者たちも今や，網走・札幌・白老などで開催され
るシンポジウムでは常連の顔触れである。最近では，「ジェサップ領域」の原住民に
かかわるロシア人のシベリア民族学関係論文が数十点，網走の北方民族博物館の年次
シンポジウム報告集やその他において，翻訳・刊行されている。

1990 年代には幾人かの日本の学者が，北太平洋域の北米側でも調査研究を敢行して
いる（Kishigami 2004でのレヴューを参照）。日本人による2大プロジェクトは近年，北
海道からベーリング海峡を経てヴァンクーヴァー島に至る「ジェサップ領域」の全域を
包摂する形で，文化や言語の相互関係を追究した。そのひとつは2ヵ年にわたる展示プ
ロジェクトで，北太平洋域を横断する（16世紀～19世紀後期の）伝統的交易と文化ネッ
トワークの究明を試みた。その最終成果として，大阪の国立民族学博物館で特別展とふ
たつの国際シンポジウムが開催され，2 種の図録も上梓された（大塚 2001, 2003）。「環
太平洋の「消滅に瀕した言語」にかんする緊急調査研究」と題する今ひとつのプロジェ
クトは，多年次にわたる壮大な言語学研究（1999–2003）であるが，研究代表者の宮岡
伯人大阪学院大学教授は 1999～2003 年，数十人の共同研究者を結集して共同研究を推
進された（Miyaoka and Endo 2001）。「消滅に瀕した言語」プロジェクトは，数ヶ国語で
膨大な冊数の刊行物シリーズを産出してきた（2005 年まででおよそ 50 冊の書籍や言語
資料集が上梓されている）。同プロジェクトはまた，一連の日本人言語学者に，JNPE

チームがかつて研究した数多くの「ジェサップ領域」の原住民言語―チュクチ，コリ
ヤーク，イテリメン，ニヴフ，ウイルタ，ナーナイ，ウデヘ，シベリアならびにセント・
ローレンス島のユピク，ツィムシアン，ヌー・チャー・ヌルト（Nuu-chah-nulth）―，
およびそれら諸語の現代の話者とも，直接に接する機会を提供した。そこで「渡

ワタリガラス

鴉の
アーチ」シンポジウムは，日本の同僚たちの優れた研究成果の数々や，かれらが今日，
極東・東シベリア・北太平洋域の民族学研究で国際連携の要として果たしつつある役割
が，さまざまな形で披露される場ともなった。

同様な意味で「ジェサップ 2」の第 1「十年期」には，北米やヨーロッパの人類学者
や博物館学芸員もまた，とりわけシベリアや北太平洋域の民族学・考古学・博物館学研
究の領域で，日本の同僚たちとの学術連携を大いに進展させてきた。近年の好例として
は，米国で実施された「アイヌ―北方民族の魂（Ainu. The Spirit of a Northern People）」
と題する特別展，ならびにその図録（Fitzhugh and Dubreuil 1999）が特筆されるが，同事
業には多くの日本人が協力し，日本人寄稿者が幾つかの章を執筆してもいる。また
1998 年大阪で開催の狩猟採集民国際会議と，それに関連する数種の刊行物（Anderson 

and Ikeya 2001; Habu et al. 2003; Wenzel et al. 2000）や，何らかの形で北太平洋域・東シベ

リア・北米北西部の民族や文化とかかわる，その他多くの集会やシンポジウムの報告集
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（Irimoto and Yamada 2004; Kishigami and Savelle 2005; Ikeya and Fratkin 2005）も同様である。
これら学術的ネットワークの多くは，（博物館収蔵アイヌ・コレクションの国際的共同
調査，シベリアの狩猟・採集民研究，ブロニスワフ・ピウスツキ研究，北太平洋域の原
住民言語の収集記録などのように），「ジェサップ 2」の事業とはさまざまな場面で重な
り合うか，或いはむしろ独立に存在している。したがって，増大する日本人のこれら事
業への貢献を確認し，数ある研究ネットワークの重複部から関係者を幾人か結集させ
て，われわれの推進する諸事業を「北太平洋域」という共通の視座から論評することは，
さらに一層重要であった。

かくて札幌シンポジウムは，かつて JNPE の幾つかのチームが調査した北太平洋の東
西両岸のみならず，1980 年代と 1990 年代に推進された幾つかの共同研究プロジェクト
―「両大陸の十字路」展覧会，アラスカとロシア極東を巡回する米露共同「ミニ十字
路（Mini-Crossroads）」展（Chaussonnet 1995; Chaussonnet and Krupnik 1996; Shubina 2003），

「ジェサップ 2」事業，1998～2000 年の日米共同「アイヌ」展，ブロニスワフ・ピウス
ツキ研究の国際ネットワーク，多くの日露共同研究プロジェクトなどなど―からもま
た同僚やパートナーたちを結集させるものとなる。管見によれば，それこそまさに，
2002 年に札幌で開催された「渡

ワタリガラス

鴉のアーチ―ジェサップ北太平洋調査を追試・検証
する」と題する国際シンポジウムの主たる成果にほかならなかった。その成果が今や，
日本語版報告集という形で日本の読者の閲読に供されるわけである。

4.　「ジェサップ 2」のさらなる歩み

「ジェサップ 2」事業の初期成果をめぐるレヴューは別の既刊書（Fitzhugh 1996; 

Fitzhugh and Krupnik 1994, 2001; Kendall and Krupnik 2003b; Krupnik 2000, 2003）で公刊され

ているが，2002 年までのわれわれの主要な研究活動・刊行物・展覧会やその他の事業
を対象としていた。英独露語で執筆された「ジェサップ 2」にかかわる 2000 年までの
主要刊行物を集成した最初の「書誌」も，来るべき「ジェサップ書誌」の一部として公
刊されている（Krupnik 2001）。2002年の札幌シンポジウムの基調報告―本稿はこれに
立脚して執筆されている―では，同年までの「ジェサップ 2」事業の梗概が紹介され
た。同事業にかかわる書誌情報は常時ふえ続けているため，本稿ではやや控えめな目標
を掲げざるをえず，ここでは継続案件にかかわる数件の新成果を追加するだけに留め，

「ジェサップ領域」で2003～2005年に達成された最新成果の幾つかを，日本の読者に紹
介することにしたい。以下のリストは，無論，完璧な要約からは程遠いものであり，し
かもそのほとんどは，主として北米やロシアで展開された研究活動や刊行物を対象とし
ている。
「ジェサップ 2」の事業計画がしかるべくその慣性を獲得してゆくにつれて，さらに
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多くの果実を産出し始める。過去 10 年間に樹立された数多くの人間的絆もまた，その
果実を生み出しつつある。最も重要なものは，われわれが「ジェサップ 2」の諸成果を
単行本や論文集として公刊するという頗る重大な課題が，何よりもまずはスミソニアン
研究機構極北研究センターの逐次刊行物 Contributions to Circumpolar Anthropology に収録
される形で，なんとか2冊（Krupnik and Fitzhugh 2001; Kendall and Krupnik 2003a）の上梓
に漕ぎつけ，ほぼ達成されたという事実である。本書は，したがって，今ひとつの「ジェ
サップ2」国際シンポジウム報告集として上梓される，第3の論集ということになる。

最近数年間に公刊された幾つかの出版物は，成長を続ける「ジェサップ2」文庫の一
部となった。博物館コレクションや歴史資料の公刊で最も重要な成果としては，「JNPE

百周年記念写真展」の図録（Kendall et al. 1997― 3 共編者中のふたりは札幌シンポジ
ウムの報告者である），ボアズが百年前に JNPE シリーズの 1 巻としてシュテルンベル
グへ執筆を委嘱した手稿の，長らくお蔵入りを続けたその英訳稿「ギリヤークの社会組
織（The Social Organization of the Gilyak）」の公刊（Shternberg 1999），JNPE の歴史を手広
く盛り込んで初期ボアズの数年間を論じた故ダグラス・コールの著作（Cole 2000）の 3
点が挙げられる。「ジェサップ 2」事業の「宝石」は，言うまでもなく，その所在が久
しく不明であったヨヘルソン著作『ユカギールおよびユカギール化したツングース（The 

Yukaghir and the Yukaghirized Tungus）』（1910–1926）の露訳稿の上梓（Iokhel’son 2005）で

あった。これは，「ジェサップ 2」事業にかかわるサハ共和国（ヤクーチヤ）のわれわ
れの同僚，故ヴラヂーミル・イヴァノフ（Vladimir Ivanov）とジナイダ・イヴァノヴァ
= ウナロヴァ（Zinaida Ivanova-Unarova）が，積年の努力で仕上げた訳業にほかならない。

このリストにはまた，スミソニアン研究機構が公刊した 3 件の特別展図録―『アイヌ
―北方民族の魂（Ainu. The Spirit of a Northern People）』（Fitzhugh and Dubreuil 1999），
英露両語版が公刊された『アラスカ・シベリアの十字路（Crossroads Alaska- Siberia）』

（Chaussonnet 1995; Chaussonnet 1996）―のほかに，2 点の雑誌論文（Krupnik 2000; 

Wickwire 2000）や，シベリアの JNPE 領域を巡歴したふたりの AMNH キュレイターが，

幾つかの博物館で収蔵標本コレクションと邂逅した体験を綴った旅行記（Kendall and 

Bloch 2004）も含まれる。これらの刊行物は「ジェサップ2」事業と直接にかかわるか，

同事業に惹起された作品である。そのほかに，ロシアの同僚たちが独自に推進した出版
プロジェクトや，目下進行中の出版計画が数件ある。すなわち，ヨヘルソン著『コリヤー
ク（The Koryak）』の露訳版（Iokhel’son 1996），ヴラヂヴォストクで開催されたロシア版
JNPE 百周年記念シンポジウムの報告書（Artem’jev 1998），2005年 7月シベリアで開催の，

ワルデマール・ヨヘルソンとその遺産をめぐる会議の報告書，アナディリで進行中と伝
えられるボゴラス著『チュクチ（The Chukchee）』の露語完訳版（新訳全3巻）の出版計
画，がそれである。

過去 10 年間には幾つかの研究プロジェクトや出版計画が，「ジェサップ 2」事業の一
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環として着手されるか，あるいは同事業の直接の影響下で進められている。例えば，浩
瀚な研究成果として上梓されたシュテルンベルグ評伝（Kan 2009）や，かつてボゴラ
スやヨヘルソンが JNPE の最中に調査し，またそれ以前のシビリャコフ調査でも手懸
けていた，北東シベリアにおけるいわゆるクレオール・コミュニティ，つまり混合語
共同体に関する新しいモノグラフ（Vakhtin et al. 2004）がそれである。またカナダの学
者ブリングハースト（Robert Bringhurst）は，JNPE メンバーであったスウォントン（John 

Swanton）が1900年のフィールド調査で，当時は John Sky という名で知られていたハイ

ダの語りの名手 SKAAY から採録したハイダの聖譚や部族神話の原文テキストの，英訳
版第3巻も公刊している（Bringhurst 2001）。とはいえ，アメリカとシベリアの古代神話，
ならびに同神話の分布に関する研究で最大の成果を達成したのは，言うまでもなく，
ユーリー・ベリョスキンの近作（Berezkin 2007）であって，彼はまた札幌シンポジウム
でも同じテーマで報告している。ベリョスキンはそのなかで，ボアズが百年以上前に着
手した，南北両アメリカの原住民の起源を求めるひとつの「鍵」として原住民神話を研
究するという課題を，遂に完成させている。なお，ボアズ・ボゴラス・ハント・シュテ
ルンベルグ・ヨヘルソン・スミスや，その他の JNPE メンバーに関しても，新しい評伝
論文が公刊されている（Berman 2001; Kan 2003, 2004, 2005a, 2006, 2009; Mikhajlova 2004; 

Roon and Sirina 2004; Slobodin 2004a, 2004b; Thom 2001; Vakhtin 2004）。

われわれが当初目標のひとつに掲げた，北太平洋全域にわたって原住諸民族やその
コミュニティの追跡調査を実行するという課題では，さしたる進捗がなかったとはい
え，われわれは幸いにも，「ジェサップ 2」の第 1「十年期」の間に行われた，「ジェサッ
プ 2」事業以外での研究成果を有している。われわれの仕事にとりわけ裨益するのは，
幾つかの JNPE チームが百年前に調査した地域において，北米やヨーロッパの
Ph.D. 学生や研究者らが推進した幾つかの長期フィールド調査である。これらの学者

は，勿論，それぞれ各自のテーマにもとづいて調査を進めたので，彼らの研究を「ジェ
サップ風」の統合された研究計画のなかに按配するのは，ほとんど不可能である。に
もかかわらず，彼らの多くはさまざまな「ジェサップ 2」シンポジウムに出席してお
り，また「ジェサップ 2」事業の刊行物からも影響を受けてきた。1990 年代～2000 年
代に博士論文やフィールド報告が執筆されて，論文審査に合格する作品が続出してく
ると，彼らの仕事は「ジェサップ領域」に在住する多くの原住諸民族やコミュニティ
に対して，それぞれに異なりながらもひとつの共時的展望を創出していった。それら
は今や，単発の著書や論文として続々と名乗りを上げて，堂々たる「ポスト・ジェサッ
プ」文庫を構築している。そのような現代的新知見に恵まれた民族としては，チュク
チやシベリア・ユピク（Kerttula 1998; Gray 2004; Krupnik and Vakhtin 1997），コリヤー
ク（Rethmann 2002; King 2004），イテリメンやカムチャダール（Koester 2003），ニヴフ
やウイルタ（Grant 1995; Kwon 1993, 1998），エウェン（Vitebsky 2005），セーリシュ
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（Thom 2003, 2005）やその他の北太平洋域原住諸民族が挙げられよう。北東シベリア
のシャマン記録にかかわる JNPE コレクションを分析したという意味で，掛け値なし
に「ジェサップ 2」の所産といえる Ph.D. 論文の嚆矢は，つい先ごろ論文審査に合格
したばかりのミラー（Thomas Miller）の博士論文（Miller 2004）であるが，彼もまた

「渡
ワタリガラス

鴉のアーチ」シンポジウムの報告者である。このリストには，日本の同僚が「ジェ
サップ領域」の諸原住民族に関する研究書として過去 20 年間に上梓した数十点の刊
行物も加えることが可能であろう。

われわれはまた，「ジェサップ 2」事業の一環ではないものの，関連する人類学史の
里程標とのかかわりで上梓された，その他多くの近刊書からも裨益するところが大であ
る。そのような里程標としては，例えば，1992年のボアズ逝去50周年，1997年のボア
ズによるニューヨークのコロンビア大学での人類学教育開始百周年，2001 年に祝われ
たアメリカ人類学会（AAA）百周年，2001 年のシュテルンベルグ生誕 140 周年などが
指摘される。就中，アメリカ人類学会百周年祝賀行事では，ロシアやヨーロッパの人類
学者たちとボアズとの絆をテーマとした特設パネルも含めて，ボアズに照準を定めた
ペーパーが幾つか発表され（AAA 2001），またシュテルンベルグ生誕140周年記念シン
ポジウムでも JNPE との関連が論じられている（Roon 2002; Roon and Prokof’jev 2003）。
このリストには，「ジェサップ2」事業のメンバーが JNPE の参加者―とりわけボアズ，
ボゴラス，シュテルンベルグ―の弟子たちについて論じた近著（Jacknis 2002; Krupnik 

1998; Krupnik and Mikhailova 2006; Krauss 2006; Roon and Sirina 2003）を加えてもよかろう。
上述の出版物やその他多くの研鑽のお蔭で，当該研究領域は深甚な変貌を遂げてきた。
そして JNPE とそのコレクションの歴史や，かつて JNPE の参加者によって研究された
原住民諸集団にかかわる人類学文献のリストは，数倍にまで急増し，また使用される言
語面でも英露日独語が覇を競う形で格段に充実してきた。「ジェサップ 2」事業は，こ
の拡充の実質的推進役を務めたと言ってもよかろう。

近年にはさらに幾つかの「ジェサップ」プロジェクトが新規に開始されている。今で
は「ジェッサップ調査（Jesup Expedition）」と銘打つウェブサイトが，AMNH のメイン
サイトの一部として稼働中である（本書に収録のマゼイ論文を参照）。1896 年にボアズ
が手書きで作製し，手作業で着色した「ジェサップ領域」地図の原図も，最近になっ
て発見され AMNH コレクションに寄贈された（Krupnik and Freed 2004―Map 2）。
2005 年には，シベリアにおける JNPE フィールド調査時（1900–1901）にボゴラスが
撮影した AMNH コレクション所蔵写真を検証する，新しいパイロット・プロジェク
トも開始された（Krupnik and Mathé 2005）。マルコヴォ，アナディリ，ウンガジクや
その他の地点で撮影された約 50 葉の歴史的ボゴラス写真が，その第 1 セットとして
ロシアやアラスカの現地古老の許へ送られた。その結果，これら年代物の写真が想起
させる場所や人物や活動をめぐっても，新しい物語や広範な関連情報が得られている。
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われわれは少なくともあと数年間刻苦勉励にこれ努めて，自らの使命の完遂を見届け
る必要があるようである。

5.　札幌シンポジウムとその報告集

2002 年に開催された「渡
ワタリガラス

鴉のアーチ」シンポジウムは，さまざまな論題や討論を想
定して組み立てられた。報告と質疑応答に充てられた5日間は，北太平洋域における諸
文化や諸民族の研究が直面するさまざまな局面を包摂する形で，幾つかのテーマ別部会
に割り振られた。第 1 部会は，考古学，言語学，神話研究といった「ジェサップ 2」事
業の要をなす専門領域の総覧に充てられた。第 2，第 3 部会では JNPE コレクションや
その収集者の歴史に焦点が絞られて，百年後という視座からの展望，就中，それらを現
今の研究，展示，教育，文化財の現地返還に際して，いかに活用すべきかをめぐっても
議論が展開された。第 4，第 5 部会は，主として現代の文化変化や，北太平洋域原住諸
民族の文化的アイデンティティを強化すべく JNPE 関連資源を活用する方策をめぐる研
究など，「ジェサップ2」の第 1「十年期」に直結するいくつかの個別プロジェクトにか
かわる報告が中核をなした。最終日は，北太平洋域を横断する形で，その他の現代的研
究を一括する特別部会に充てられ，この部会では専ら日本の学者が報告した。シンポジ
ウムは，「ジェサップ 2」事業の将来展望や，北太平洋域の全域にかかわるその他の文
化研究をめぐる，総括討論で幕を閉じた。

5 日間にわたる「渡
ワタリガラス

鴉のアーチ」シンポジウムでは，合わせて 25 件以上の研究発表
が行われた。関連刊行物としては，日本語版と英語版という2種類の報告集が上梓され
ることで合意が得られた。英語版は，先行する2件のシンポジウム報告集（Krupnik and 

Fitzhugh 2001; Kendall and Krupnik 2003a）に引き続いて，スミソニアン研究機構の刊行す

る逐次刊行物 Contributions to Circumpolar Anthropology の，「ジェサップ2」関連後続号と
して上梓される計画であった。遺憾ながら，さまざまな技術的理由で，その公刊は数年
にわたって滞っている。日本語版は―将来公刊される英語版とやや異なる内容ではあ
るが―ここに上梓の運びとなった。われわれはその編集に当たられた谷本一之，井上
紘一両教授へ，出版の成就を祝って，また「渡

ワタリガラス

鴉のアーチ」の事業を成功裏に終結して
下さったことに対しても，心からお礼を申し上げたい。

［英文原稿より井上紘一訳］
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クルプニク　　「ジェサップ2」が第2「十年期」を迎える

Map 1　Field of the Proposed Operations of the Jesup North Pacifi c Expedition, 1898 (Adapted from 
American Museum of Natural History, Annual Report to the President for the Year 1897; fi rst 
reproduced in Constructing Cultures Then and Now. L. Kendall and I. Krupnik, eds. 2003, 
p. 17, Photo 4).
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Map 2　Hand-colored ‘Culture Distribution’ map of the North Pacifi c produced by Franz Boas in 
1896 (?). Courtesy of the AMNH Division of Anthropology. First reproduced in Krupnik and 
Freed 2005, p. 16.
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クルプニク　　「ジェサップ2」が第2「十年期」を迎える

Photo 1　Morris K. Jesup, 1838‒1908, the President of the American Museum of Natural History and 
the sponsor of the Jesup North Pacifi c Expedition, 1897‒1902. AMNH #114141
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Photo 2　Franz Boas, 1858‒1942, the head and the science leader of the Jesup North Pacifi c 
 Expedition. AMNH #2A5161
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クルプニク　　「ジェサップ2」が第2「十年期」を迎える

Photo 3　Kwakwaka’wakw (Kwakiutl) woman at Fort Rupert, British Columbia, demonstrates cedar 
spinning for future museum life group, as Franz Boas and George Hunt hold up a backdrop. 
O.C. Hastings, photographer, 1894. AMNH #11604

Photo 4　Jochelson’s team rafting down the Korkodon River, North Siberia, fall 1901. AMNH #4194
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Photo 5　Dina Jochelson-Brodsky emerges from native sod-covered hut, Summer 1900. AMNH #334626

Photo 6　Waldemar and Sofi a Bogoras, with the group of expedition freight at Mariinsky Post, Siberia, summer 
1901. AMNH #1380
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クルプニク　　「ジェサップ2」が第2「十年期」を迎える

Photo 7　Waldemar and his Native guides in Chukotka, on their return from Cape Chaplin, June 1901. AMNH 
#11117
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Photo 8　Waldemar Jochelson, Norman Buxton, and Waldemar Bogoras in San Francisco, prior to their depar-
ture to Yokohama for their Siberian fi eldwork, spring 1900. Studio photo, AMNH #38343


